
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　蒸気の流下する蒸気配管に複数の流量計を配置すると共に、蒸気の圧力又は温度を検出
する圧力センサ又は温度センサを取り付けて、流下する蒸気の乾き度又は湿り度を測定す
るものにおいて、流下する蒸気の容積流量を検出する容積流量計と、流下する蒸気の質量
流量を検出する質量流量計とを直列に配置して、当該それぞれの流量計からの検出値と、
蒸気の圧力値又は温度値から、

流下する
蒸気の乾き度又は湿り度を算出する演算制御部を具備したことを特徴とする蒸気の乾き度
測定装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、蒸気中の水分の含有量、すなわち、蒸気の単位体積当たりの全質量に対する乾
き飽和蒸気の占める質量の割合を示す、所謂乾き度：Ｘを測定する装置に関する。このよ
うに乾き度がＸの場合、湿り度は（１－Ｘ）として求めることができる。各種ボイラや蒸
気動力を利用する機器、乾燥設備などでは、熱管理のために蒸気の乾き度を測定する必要
がある。これは蒸気中の水分の含有量によって例えば乾燥状態が変化してしまうためであ
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蒸気の乾き度をＸとして、Ｖ＝Ｖ１＋Ｘ（Ｖ２－Ｖ１）なる関係式を基にして、



る。
【０００２】
【従来の技術】
特開平８－３１３４２５号公報
これには、蒸気の流下する蒸気配管に第１の流量計及び第１の圧力センサと、絞り機構と
、第２の流量計及び第２の圧力センサとを取り付けて、流下する蒸気の乾き度を測定する
蒸気乾き度測定装置が開示されている。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
上記従来の蒸気乾き度測定装置では、蒸気配管に取り付けた複数の流量計の他に、絞り機
構と第２の圧力センサが必要であり、部材の数が増して装置が複雑に且つ高価になってし
まう問題があった。
【０００４】
従って、本発明の課題は、絞り機構等の部材を省略することができ、構造が簡単で安価な
蒸気の乾き度測定装置を提供することである。
【０００５】
【課題を解決するための手段】
　上記の課題を解決するために講じた本発明の手段は、蒸気の流下する蒸気配管に複数の
流量計を配置すると共に、蒸気の圧力又は温度を検出する圧力センサ又は温度センサを取
り付けて、流下する蒸気の乾き度又は湿り度を測定するものにおいて、流下する蒸気の容
積流量を検出する容積流量計と、流下する蒸気の質量流量を検出する質量流量計とを直列
に配置して、当該それぞれの流量計からの検出値と、蒸気の圧力値又は温度値から、

流下する蒸気の乾き度又は湿り度を算出する
演算制御部を具備したものである。
【０００６】
【発明の実施の形態】
容積流量計で蒸気の容積流量値：Ａを検出し、一方、質量流量計で蒸気の質量流量値：Ｍ
を検出して、Ａ／Ｍ＝Ｖ式よりＶ、すなわち、蒸気と水滴状の復水との混合流体の比体積
が求まる。更に、飽和水の比体積をＶ１とし、飽和蒸気の比体積をＶ２とし、蒸気の乾き
度をＸとすると、Ｖ＝Ｖ１＋Ｘ（Ｖ２－Ｖ１）なる関係式が成り立ち、Ｖ１とＶ２を蒸気
表から読み取って入力することによって、あるいは、演算制御部に予め記憶しておいた蒸
気表から読み取ることによって、蒸気の乾き度：Ｘを求めることができる。
【０００７】
【実施例】
図１において、蒸気の流下する蒸気配管１と、この蒸気配管１に直列に取り付けた容積流
量計２及び質量流量計３と、両方の流量計２，３の間の蒸気配管１に取り付けた圧力セン
サ４及び温度センサ５と、演算制御部６とで蒸気の乾き度測定装置を構成する。
【０００８】
容積流量計２としては、カルマン渦を利用する渦式流量計や超音波式流量計や絞り流量計
あるいは面積式流量計等の従来周知のものを用いることができる。同様に、質量流量計３
としてはコリオリ式流量計等を用いることができる。
【０００９】
流量計２，３の間の蒸気配管１に、配管内の蒸気の圧力を検出する圧力センサ４と、温度
を検出する温度センサ５を取り付ける。蒸気表から飽和水の比体積と飽和蒸気の比体積を
読み取る場合に、蒸気圧力を基準にして読み取る場合は圧力センサ４からの検出値を利用
し、一方、蒸気温度を基準にして読み取る場合は温度センサ５からの検出値を利用する。
従って、飽和水と飽和蒸気の比体積を読み取るためには、圧力か温度のいずれか一方が判
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容積
流量計での蒸気の容積流量値：Ａと、質量流量計での蒸気の質量流量値：ＭからＡ／Ｍ＝
Ｖ式よりＶ、すなわち、蒸気と水滴状の復水との混合流体の比体積を求め、更に、飽和水
の比体積をＶ１とし、飽和蒸気の比体積をＶ２とし、蒸気の乾き度をＸとして、Ｖ＝Ｖ１
＋Ｘ（Ｖ２－Ｖ１）なる関係式を基にして、



れば良い。
【００１０】
各流量計２，３とセンサ４，５は演算制御部６と電気接続する。演算制御部６には図示し
ない記憶部を内蔵して、蒸気表の各圧力と温度ごとの比体積を少なくとも予め記憶してお
く。なお、記憶部には蒸気表全体を予め記憶しておくこともできる。
【００１１】
蒸気配管１内を流下する蒸気の乾き度：Ｘ又は湿り度：（１－Ｘ）を測定するには、まず
、容積流量計２で蒸気の容積流量値：Ａを検出し、一方、質量流量計３で蒸気の質量流量
値：Ｍを検出して、Ａ／Ｍ＝Ｖ式よりＶ、すなわち、蒸気と復水の混合流体の比体積を演
算制御部６で求め、次に、演算制御部６に記憶しておいて読み取った飽和水の比体積：Ｖ
１と飽和蒸気の比体積：Ｖ２から、同様に記憶しておいた関係式Ｖ＝Ｖ１＋Ｘ（Ｖ２－Ｖ
１）を用いて蒸気の乾き度：Ｘを求めることができる。
【００１２】
本実施例においては、容積流量計２と質量流量計３及び圧力センサ４と温度センサ５を、
それぞれ別個に蒸気配管１に取り付けた例を示したが、これらをセンシング・ユニットと
して一体化することにより、既設の蒸気配管の一部を変更することによって、この蒸気乾
き度測定装置ユニットを簡単に取り付けたり、あるいは、取り外したりすることができる
。
【００１３】
【発明の効果】
上記のように本発明によれば、容積流量計と質量流量計を直列に配置することによって、
絞り機構等の部材を省略することができ、構造が簡単で安価な蒸気の乾き度測定装置を得
ることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明による蒸気の乾き度測定装置の構成図。
【符号の説明】
１　蒸気配管
２　容積流量計
３　質量流量計
４　圧力センサ
５　温度センサ
６　演算制御部
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【 図 １ 】
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